
地図情報取得サポートシステム

＜概要＞
地図から指定位置の座標（緯度・経度）や住所を取得したい場合、本システムを使用します。

＜操作方法＞
地図上でクリックすると、クリックした位置にマーカーや範囲選択の領域が表示されます。

また、クリックした地点の座標や住所が、画面下部の表示領域に表示されます。
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①単一の座標指定（ポイント指定）
任意の点の座標や住所を取得したい場合に使用します。
『指定方法』のラジオボタンで『ポイント』を選択し、地図上の任意の地点でクリックすると、
その地点の座標と住所が画面下部の表示領域に表示されます。

②矩形範囲指定
任意の矩形範囲の始点・終点座標を取得したい場合に使用します。
『指定方法』のラジオボタンで『矩形範囲』を選択し、地図上の任意の地点で始点・終点の
２回クリックすると、その範囲の座標が画面下部の表示領域に表示されます。

③円形範囲指定
任意の円形範囲の始点・終点座標を取得したい場合に使用します。
『指定方法』のラジオボタンで『円形範囲』を選択し、地図上の任意の地点で始点と
半径の終点の２回クリックすると、その範囲の座標が画面下部の表示領域に表示されます。
※ 円形範囲の場合、画面に表示された円形の外接四角形の始点（左上）と終点（右下）

の座標が取得されます。
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④始点からの指定
任意の地点から、半径のキロ数を指定して始点・終点座標を取得したい場合に使用します。
『指定方法』のラジオボタンで『始点から』を選択し、半径のキロ数を入力した上で
地図上の任意の地点をクリックすると、クリックした地点から指定した半径の範囲に
円形が表示され、その範囲の座標が画面下部の表示領域に表示されます。
※ 始点からの範囲指定の場合、画面に表示された円形の外接四角形の始点（左上）と

終点（右下）の座標が取得されます。

⑤座標の取得形式の変更
デフォルトでは取得された座標と住所がタブ区切りで表示領域に表示されますが、
『座標の取得形式』のコンボボックスで形式を選択することにより、他の形式で
取得することもできます。

【取得する形式の種類】
タブ区切り … 緯度（タブ）経度（タブ）住所

または
始点緯度（タブ）始点経度（タブ）終点緯度（タブ）終点経度

カンマ区切り … 緯度,経度,住所
または
始点緯度,始点経度,終点緯度,終点経度

URL … このシステムのURL（パラメータつき）
このURLをブラウザのアドレスバーに貼り付けて移動すると、
指定した座標を表示した状態で本システムを表示します。
※ 指定した位置をメール等で他の人に伝えたい時に使用します。

GoogleMaps用URL … GoogleマップのURL（パラメータつき）
このURLをブラウザのアドレスバーに貼り付けて移動すると、
指定した座標をGoogleマップ上で表示します。
※ 指定した位置をメール等で他の人に伝えたい時に使用します。
※ Googleマップ用のURLでは、座標を１つしか表示できません。

範囲指定の場合、始点の座標を表示します。
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⑥入力した座標からポイントを表示
任意の地点の座標を複数表示して見たい場合に使用します。
１行につき緯度・経度を１セットとしてタブまたはカンマ区切りで入力領域に入力し、
『入力した座標からポイントを表示』ボタンをクリックすると、地図上に複数のポイントが
表示されます。

また、『ポイントを線で結ぶ』にチェックを入れると、地図上に表示したポイント間を
線で結んで表示します。

⑦選択をクリアする
地図上にポイントしたマーカーをすべて削除してやり直したい場合、『選択をクリア』
ボタンをクリックすると、削除することができます。

⑧初期位置に戻る
地図の表示位置を最初に表示していた地点に戻したい場合、『初期位置に戻る』ボタンを
クリックすると、地図の表示が最初の地点に戻ります。
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